
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
は
ソ
ッ
ト
・
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
の

弱
音
で
「
祝
福
さ
れ
た
人
々
と
と
も
に
私

を
（
天
国
に
）お
呼
び
く
だ
さ
い
」と
救
済

を
嘆
願
す
る
。

　

そ
し
て
、
曲
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
絶
筆
、

「
ラ
ク
リ
モ
ー
サ
」（
涙
の
日
）へ
移
っ
て
い

く
。
第
５
曲
と
こ
の
第
６
曲
は
一
対
で
あ

ろ
う
。「
涙
の
日
」
と
は
、
裁
き
を
受
け
る

た
め
の
よ
み
が
え
り
の
日
。
マ
ー
ラ
ー
と

は
異
な
り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
地
獄
落
ち
の

淵
に
立
ち
つ
つ
、「
そ
の
日
に
は
私
を
お
救

い
く
だ
さ
い
」「
彼
ら
に
安
息
を
授
け
て
く

だ
さ
い
」と
祈
り
の
音
楽
を
つ
づ
ろ
う
と
し

て
絶
筆
と
な
っ
た
。
劇
的
表
現
に
満
ち
た

管
弦
楽
の
演
奏
と
と
も
に
、
作
品
の
感
動

が
ま
っ
す
ぐ
心
に
伝
わ
っ
て
き
た
。

川
口
成
彦
ら
古
楽
の《
大
公
》《
皇
帝
》

澄
ま
せ
る
耳 

伝
わ
る
感
動

　

フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
の
川
口
成
彦
と
丸
山 

韶し
ょ
うら

５
人
の
古
楽
奏
者
に
よ
る
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
大
公
＆
皇
帝
」演
奏
会
（
３
月

20
日
、
東
京
・
狛
江
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
）に

つ
い
て
も
記
し
た
い
。
１
８
２
５
年
ウ
ィ

ー
ン
製
の
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
の
響
き
は
、
モ

ダ
ン
ピ
ア
ノ
に
比
べ
れ
ば
、
か
細
い
。
第
２

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ
ロ
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
ヴ

ィ
オ
ロ
ー
ネ
が
加
わ
っ
て
の
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
第
５
番
《
皇
帝
》（
室
内
楽
版
）
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
響
き
も
、
会
場
の
乾
い
た
音
響

特
性
も
あ
っ
て
豊
か
と
は
い
え
な
い
。
だ
が
、

文
字
通
り
耳
を
澄
ま
せ
る
中
か
ら
、《
大
公
》

旋
律
の
指
定
は
、ピ
ア
ノ
三
つ
な
ど
弱
音
指

定
が
細
か
く
施
さ
れ
て
い
る
。
楽
章
の
半

ば
に
現
れ
る
な
だ
ら
か
な
ウ
ィ
ー
ン
風
の

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
温
か

な
響
き
に
も
こ
と
の
ほ
か
注
意
が
向
け
ら

れ
、
雲
間
か
ら
の
ぞ
く
よ
う
な
光
を
聴
く

者
に
伝
え
る
。

　

第
３
楽
章
の
終
止
は
神
秘
感
が
深
ま
り
、

特
別
な
第
４
楽
章
へ
の
移
り
行
き
を
準
備

す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。
マ
ー
ラ
ー
は
、
そ

の
楽
章
の
冒
頭
に
「
と
て
も
厳
か
に
、
だ
が

素
朴
に
（
コ
ラ
ー
ル
風
）」
と
記
し
た
。
ア

ル
ト
（
こ
の
日
は
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
の
加

納
悦
子
）が
歌
う
詩
に
照
ら
せ
ば
、
原
光
と

ふ
つ
う
訳
さ
れ
る
表
題
のUrlicht

は
、「
根

源
的
な
光
」
と
捉
え
る
と
分
か
り
や
す
い
。

そ
れ
は
、「
親
愛
な
る
神
が
私
に
授
け
る
灯

火
」
で
あ
り
、「
永
遠
の
至
福
の
生
へ
と
道

を
照
ら
し
て
く
れ
る
」（
三
ヶ
尻
正
訳
を
基

に
構
成
）。
高
関
は
演
奏
前
の
プ
レ
ト
ー
ク

で
、「
指
揮
者
で
も
あ
っ
た
マ
ー
ラ
ー
の
細

か
な
指
定
を
徹
底
的
に
尊
重
す
る
」
と
語

っ
た
が
、
そ
の
言
葉
通
り
、
演
奏
が
進
ん
で

く
る
と
、
こ
の
楽
章
は
、
深
く
心
に
根
差
し

た
嘆
願
の
祈
り
で
あ
る
こ
と
が
し
み
じ
み

と
伝
わ
っ
て
く
る
。

よ
み
が
え
り
を
可
視
化

　

そ
の
祈
り
に
対
す
る
答
え
の
よ
う
に
、終

楽
章
の
第
５
楽
章
は
、キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に

基
づ
く
「
最
後
の
審
判
」
が
演
劇
的
な
ま

で
に
描
か
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
が
こ
の
世
に

再
臨
す
る
時
に
、
呼
び
出
し
の
ラ
ッ
パ
が
鳴

る
。
そ
の
時
死
者
は
復
活
し
、裁
き
に
臨
む
。

合
唱
団
（
東
京
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ル
・
コ
ー
ア
）

が
こ
の
日
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、
そ
の
場
面

を
可
視
化
す
る
。「
復
活
す
る
の
だ
。
そ
う
、

私
の
体
だ
っ
た
塵
よ
、
お
前
は
つ
か
の
間
の

休
息
の
の
ち
復
活
す
る
の
だ
。
不
死
の
生

だ
！
お
前
を
呼
ん
だ
方
が
お
前
に
不
死
の

生
を
与
え
て
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
」─
─
。

　

ソ
プ
ラ
ノ
・
ソ
ロ
（
森
野
美
咲
）は
歌
う
。

「
信
じ
よ
、
お
前
は
意
味
も
な
く
生
ま
れ
た

の
で
は
な
か
っ
た
！　

お
前
の
生
も
苦
悩

も
無
意
味
で
は
な
か
っ
た
の
だ
！
」。
優
れ

た
こ
の
日
の
演
奏
は
、
こ
う
し
た
希
望
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
聴
く
者
に
伝
え
る
。

２
台
の
ハ
ー
プ
か
ら
は
マ
ー
ラ
ー
が
安
ら

ぎ
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ
せ
る
カ
ウ
ベ

ル
の
音
が
聴
こ
え
た
よ
う
で
胸
を
つ
か
れ

た
。
終
結
で
は
教
会
風
の
鐘
の
音
が
新
鮮

に
聞
こ
え
た
。
そ
の
音
の
素
朴
さ
は
、
マ
ー

ラ
ー
が
第
４
楽
章
の
演
奏
指
示
と
し
て
書

き
込
ん
だ
「
素
朴
に
」と
通
底
す
る
。

　

高
関
と
東
京
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ル
の
細
部

の
作
り
込
み
は
、木
を
み
て
森
を
見
ず
の
対

極
だ
っ
た
。
作
曲
家
の
意
図
や
指
示
を
徹

底
し
て
尊
重
す
る
こ
と
で
、《
復
活
》
の
全

体
像
が
鮮
や
か
に
再
現
さ
れ
た
。
創
立
50

周
年
の
見
事
な
果
実
で
あ
る
。

41
番
の
フ
ー
ガ
に
み
る
信
仰
心

　

復
活
と
永
遠
の
生
命
を
主
題
に
し
た
マ

ー
ラ
ー
の
交
響
曲
第
２
番
の
初
演
は
１
８

９
５
年
。
そ
の
１
世
紀
前
の
１
７
９
１
年

に
作
曲
さ
れ
た
の
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
《
レ

ク
イ
エ
ム
》
だ
っ
た
。
死
後
の
行
く
末
を
祈

る
内
容
は
重
な
る
が
、《
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ

ン
ニ
》の
作
曲
者
で
あ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

宗
教
曲
に
は
、地
獄
落
ち
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が

如
実
に
存
在
す
る
。
濱
田
芳
通
の
率
い
る

古
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
ア
ン
ト
ネ
ッ
ロ
」は
、

文  

藤
盛
一
朗

光
の
存
在
伝
え
た
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ル
の《
復
活
》

　 

ア
ン
ト
ネ
ッ
ロ
は《
レ
ク
イ
エ
ム
》の
祈
り
深
く

第
３
楽
章
の
星
の
降
る
よ
う
な
き
ら
め
き

や
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
、
そ
し
て
《
皇
帝
》
第
２

楽
章
の
深
み
や
第
３
楽
章
に
移
る
高
揚
の

予
感
な
ど
が
生
き
生
き
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

ホ
ー
ル
を
満
席
に
し
た
こ
の
日
の
聴
衆
も

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
ペ
ダ
ル
が
外
れ
る
と
い

っ
た
楽
器
の
不
調
に
も
穏
や
か
に
構
え
、
音

楽
に
聴
き
入
っ
て
い
る
集
中
力
が
気
配
と
し

て
伝
わ
っ
て
く
る
。《
皇
帝
》
が
終
わ
る
と
、

「
こ
れ
は
編
曲
も
素
晴
ら
し
い
と
い
う
こ
と

だ
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
演
奏
の
よ
う
に
聴

こ
え
た
よ
」な
ど
い
う
年
配
の
夫
婦
の
会
話

が
自
然
、
耳
に
入
っ
て
く
る
の
だ
っ
た
。
山

田
和
樹
の
指
揮
し
た
《
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
》

に
続
く
ホ
ー
ル
の
開
館
30
周
年
企
画
で
あ
り
、

企
画
者
の
熱
意
に
も
思
い
が
い
っ
た
。

48

交
響
曲
第
41
番
《
ジ
ュ
ピ
タ
ー
》
と
組
み

合
わ
せ
る
異
例
の
形
で
《
レ
ク
イ
エ
ム
》
を

演
奏
し
た
（
３
月
28
日
、第
一
生
命
ホ
ー
ル
）。

　

前
半
の
41
番
は
ル
バ
ー
ト
が
多
用
さ
れ
、

テ
ン
ポ
が
よ
く
動
い
た
が
、
奇
を
て
ら
う
の

で
は
な
く
、濱
田
が
そ
う
と
信
じ
て
の
表
現

だ
と
分
か
る
。
す
ぐ
に
耳
は
慣
れ
、自
然
に

聴
こ
え
る
の
は
、演
奏
に
説
得
力
が
あ
る
か

ら
だ
ろ
う
。
会
場
販
売
冊
子
の
「
演
奏
ノ

ー
ト
」に
、
濱
田
は
41
番
終
楽
章
の
フ
ー
ガ

に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
信
仰
心
を
み
て
い
る

こ
と
を
記
し
て
い
た
。
そ
の
主
題
は
グ
レ

ゴ
リ
オ
聖
歌
か
ら
生
ま
れ
た
讃
歌
か
ら
借

用
さ
れ
、《
ミ
サ
・
ブ
レ
ヴ
ィ
ス
》
の
ク
レ

ド
で
も
用
い
て
い
る
こ
と
を
論
拠
に
し
て

お
り
、
同
様
に
フ
ー
ガ
が
多
用
さ
れ
る
《
レ

ク
イ
エ
ム
》
と
の
「
二
本
立
て
」
に
は
し
っ

か
り
一
本
の
線
が
通
っ
て
い
る
と
分
か
る
。

地
獄
と
祈
り
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

　
《
レ
ク
イ
エ
ム
》
で
は
と
り
わ
け
、
中
川

詩
歩
、
中
山
美
紀
、
中
嶋
俊
晴
、
田
尻
健
と

い
っ
た
歌
手
た
ち
17
人
が
歌
う
合
唱
が
非

凡
だ
っ
た
。
ソ
ロ
を
担
う
力
量
を
持
つ
人

た
ち
の
声
が
交
じ
り
合
い
、
溶
け
合
い
、
そ

れ
で
い
て
一
人
一
人
の
声
の
集
ま
り
で
あ
る

こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
頂
点
は
、
セ
ク
エ
ン

ツ
ィ
ア
第
５
曲
の
「
コ
ン
フ
タ
テ
ィ
ス
」（
黙

ら
せ
る
と
き
）で
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
地
獄

の
業
火
を
歌
う
男
声
（
各
４
）の
フ
ォ
ル
テ

の
躍
動
。
続
く
ソ
プ
ラ
ノ（
５
）・ア
ル
ト（
女

声
と
男
声
各
２
）の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。
ソ
プ

　

合
唱
団
が
立
ち
上
が
っ
た
。
一
斉
に
で
な

く
、
ば
ら
ば
ら
と
。
演
出
さ
れ
た
動
き
だ
ろ

う
。
墓
所
に
眠
っ
て
い
た
者
た
ち
が
、
よ
み

が
え
る
。
ド
イ
ツ
語
の
歌
詞aufersteh'n

（
復
活
す
る
）は
、「
立
ち
上
が
る
」
と
い
う

動
き
を
は
ら
ん
で
い
る
。

安
ら
ぎ
を
先
取
り
す
る
旋
律

　

東
京
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管

弦
楽
団
は
、
常
任
指
揮
者
の
高
関
健
が
指

揮
し
、
創
立
50
周
年
を
記
念
す
る
公
演
に

マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
第
２
番
《
復
活
》
を

選
ん
だ
（
３
月
31
日
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
）。
暗
か
ら
明
へ
の
一
直
線
の
物
語
で
は

な
い
。
壮
絶
に
始
ま
る
第
１
楽
章
も
、す
ぐ

に
終
楽
章
の
復
活
や
、復
活
し
た
そ
の
先
に

待
つ
絶
対
平
和
と
し
て
の
安
ら
ぎ
を
先
取

り
す
る
旋
律
が
現
れ
る
。
マ
ー
ラ
ー
が「
海

の
静
け
さ
」と
呼
ん
だ
凪
の
よ
う
な
ホ
長
調
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